
玖珠町制施行70周年
記念誌

先人の知恵を未来に、
新たな童話の里づくりのはじまり

大分県玖珠町



町 民 憲 章
わたしたちは、玖珠町民であることを誇りとし、

次のことばを定め、豊かで明るい童話の里づくりをめざします。

一　自然を愛し
　　　　　　美しいふるさとを守ります。

一　おとしよりを敬い
　　　　　　子どもの夢を育てます。

一　汗して働くことを喜び
　　　　　　誇りにします。

一　みずから学び
　　　　　　文化のかおりを高めます。

一　ともに語り合い
　　　　　　心のふれあいを大切にします。

昭和 60 年 3 月 1日 (1985 年 ) 制定
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町 制 施 行７０年 の
節 目を迎えて

玖 珠 町 長（ 第８代 ）　宿 利   政 和

　本日ここに、「玖珠町制施行７０周年記念式典」を挙行するにあたり、
御来賓はもとより、関係各位に御臨席を賜り厚く御礼を申し上げます。
　昭和３０年３月１日に、森町・玖珠町・北山田村・八幡村の４町村が
合併し、本年をもって町制施行７０年の節目を迎えました。
　現在の玖珠町が輝いていますのは、郷土の発展と町民の豊かな暮ら
しを願い、昭和・平成・令和の時代で多大な御尽力を賜りました先人・
多くの町民の皆様の御精励の賜物でありますことに、深甚なる敬意と感
謝の意を表したいと存じます。
　昭和３０年代の本町は、小規模農家による複合経営が主体でした。
時代の流れとともに各世帯に自動車や電化製品などが普及し、町民の
働き方や暮らしは大きく変容しました。
　また、大都市への一極集中により、地方では若者が流出し、人口減
少と高齢化が著しく進行しています。さらに、近年の物価高・異常気象・
新型コロナウイルス感染症などの影響を受けて、住民の暮らしは厳しい
状況に置かれています。
　本町は多くの困難や課題に直面しながらも、年金・介護・医療など社
会保障の充実を基軸に、デジタル社会の構築や企業連携による地域振
興、主要産業である農林畜産業や商工観光業の発展、そして、将来担
う若者が豊かで快適に暮らせるように、現在を生きる私たち町民が後世
に自信を持って、引き継げる社会をつくっていかなければなりません。
　町制施行７０年の節目を、第８代町長として担う光栄と重責を痛感しな
がら、引き続き町政発展に向けて更に精進したいと思っております。
　結びに、玖珠町の更なる発展と皆様の御健勝と御活躍を衷心よりご
祈念申し上げます。
　皆さん一緒に、玖珠町の「新しい明日」を築いてまいりましょう！



議 長 祝 辞

玖 珠 町 議 会 議 長　小 幡   幸 範

　本日ここに、町制施行 70 周年を迎える玖珠町「町民の日」記念式
典が挙行されるにあたり、町議会を代表して一言お祝いの言葉を申し上
げます。
　昭和 30 年に旧 4 か町村が合併し、玖珠町が誕生して以来、住民一
人ひとりの努力と協力、そして温かな地域の絆によって今日まで歩んでま
いりました。この 70 年という長い歴史の中で、先人たちが築いてくださっ
た礎に対し、改めて深い感謝の意を表します。
　これまでの 70 年を振り返りますと、合併から昭和にかけて水田ほ場
の整備や玖珠牛の銘柄産地化、小中学校の校舎建設、町道・国道の
整備など、様々な生活の基盤を築かれました。平成に入ると総合運動
公園や道の駅、久留島武彦記念館のオープンなど、町内外に向けた交
流の場が誕生し、玖珠町は活気と魅力あふれる地域として発展してまい
りました。これも皆さまと力を合わせて取り組んできたまちづくりの賜物で
あります。
　合併当時の人口は約 28,600 人でしたが、70 年の年月が経つ中で
人口の減少や少子高齢化が進行し、大規模化する自然災害への備え
や施設の老朽化への対応など、地域社会を取り巻く課題は多様化して
います。しかし、そのような中で第 6 次総合計画の基本理念である「次
世代を担う子どもとともに未来をつくるまち～住んでよかった童話の里～」
を柱に、私たち一人ひとりが厳しい社会情勢を認識し、人やまちを未来
へ継承していくことを目指し、誰もが住んで良かったと思える町づくりを執
行機関とともに全力で進めてまいります。
　最後になりますが、日頃より町政にご理解とご協力を賜っている町民の
皆様に心より感謝申し上げます。そして、玖珠町の今後ますますの発展
と皆様のご健勝、ご多幸をお祈り申し上げ、挨拶とさせていただきます。



知 事 祝 辞

大 分 県 知 事　佐 藤   樹 一 郎

　このたび玖珠町が町制施行７０周年を迎えられましたことを、心からお
慶び申し上げます。
　昭和３０年３月１日に、森町、玖珠町、北山田村、八幡村の２町２村
が合併し、現在の玖珠町が誕生して、今日まで着実に発展を遂げられ
たことは、町民の皆様をはじめ、関係者の皆様のご尽力の賜物であり、
深く敬意を表します。
　玖珠町では、「次代を担う子どもとともに、未来をつくるまち～住んでよ
かった童話の里～」をまちづくりの基本理念に掲げ、昭和２５年に始まっ
た「日本童話祭」が昨年７５回を迎えられるなど、童話を通して子どもた
ちの心を育てた久留島武彦翁の精神を引き継いだまちづくりを、町民の
皆様とともに進められてきました。
　令和６年４月には、九州・沖縄地方で初の公立小中一貫校として、
学校に行きづらさを感じる子どもたちが安心して通えるよう、学びの多様
化学校「くす若草小中学校」を開校するなど、誰一人取り残されない
学びの保障に向け、先進的な取組を進められています。
　県としましても、昨年９月に策定した新たな大分県長期総合計画にお
いて、「誰もが安心して元気に活躍できる大分県」、「知恵と努力が報わ
れ未来を創造できる大分県」を基本目標に掲げ、災害に強い県土づくり
をはじめ、子育てしやすい環境整備や多様で質の高い教育を受けられ
る環境整備など、各種施策を盛り込みました。今後も、玖珠町をはじめ
とする県内市町村や、企業、大学、ＮＰＯなど多様な主体と連携しながら、
計画に掲げた施策を着実に実行してまいります。
　結びに、玖珠町の今後ますますのご発展と、町民の皆様のご健勝と
ご多幸をお祈り申し上げます。
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落
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月　

町
花
に
「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」
決
定

５
月　

玖
珠
町
中
央
公
民
館
落
成
（
写
真
⑪
）

８
月　

玖
珠
耳
鼻
咽
喉
科
診
療
開
始

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
買
占
め
騒
動　

関
門
橋
開
通

昭和49年
（1974年)

４
月　

戸
畑
小
学
校
、
大
野
原
小
学
校
、
西
部
小
学
校
、　

　
　
　

栂
野
小
学
校
、
鏡
小
学
校
を
統
合
し
、
北
山
田
小
学
校　
　

　
　
　

開
校

５
月　

国
道
２
１
０
号
塚
脇
バ
イ
パ
ス
開
通

６
月　

古
後
へ
き
地
保
育
所
開
設

11
月　

国
道
昇
格
決
定(

３
８
７
号)

ル
バ
ン
グ
島
で
小
野
田
寛
郎
さ
ん
発
見

巨
人
軍
の
長
嶋
茂
雄
引
退

昭和50年
（1975年)

３
月　

玖
珠
町
合
併
20
周
年
記
念
式
典

８
月　

玖
珠
公
民
館
落
成

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結　

山
陽
新
幹
線
博
多
ま
で
開
通

昭和51年
（1976年)

３
月　

玖
珠
警
察
署
新
庁
舎
落
成

４
月　

玖
珠
町
初
の
ナ
イ
タ
ー
開
き(

森
中
央
小
学
校)

５
月　

昭
和
町
大
火(

焼
失
17
戸)

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
田
中
角
栄
氏(

元
総
理)

逮
捕

「
お
よ
げ
た
い
や
き
く
ん
」
大
ヒ
ッ
ト

昭和52年
（1977年)

３
月　

三
島
公
園
完
成
（
写
真
⑫
）

６
月　

第
３
代
町
長
に
梅
野
万
亀
太
氏
が
就
任

６
月　

玖
珠
町
隣
保
館
落
成
（
写
真
⑬
）

７
月　

北
山
田
公
民
館
落
成

８
月　

玖
珠
中
学
校
落
成

王
貞
治
が
７
５
６
号
ホ
ー
ム
ラ
ン
世
界
記
録

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
引
退
宣
言
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昭和53年
（1978年)

３
月　

小
野
原
分
校
校
舎
落
成

４
月　

町
民
保
養
所
落
成

４
月　

玖
珠
町
農
協
食
品
加
工
工
場
操
業
開
始

　
　
　

（「
吉
四
六
漬
」
が
大
分
県
一
村
一
品
の
顔
に
）

４
月　

八
幡
幼
稚
園
落
成

新
東
京
国
際
空
港(

成
田)

開
港

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

昭和54年
（1979年)

３
月　

有
線
放
送
電
話
業
務
廃
止
（
写
真
⑭
）

６
月　

豪
雨
災
害
対
策
本
部
設
置(

町
内
各
地
で
災
害
続
出)

10
月　

町
民
体
育
館(

玖
珠
中
学
校)

落
成

国
公
立
大
で
初
の
共
通
一
次
試
験

江
川
卓
が
阪
神
入
団
後
、
巨
人
の
小
林
繁
と
ト
レ
ー
ド

昭和55年
（1980年)

４
月　

母
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
発
足

５
月　

日
出
生
簡
易
水
道
完
成

５
月　

玖
珠
町
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
落
成

９
月　

第
１
回
玖
珠
町
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

日
本
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
不
参
加

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争　

山
口
百
恵
引
退

昭和56年
（1981年)

１
月　

日
本
一
の
ジ
ャ
ン
ボ
鯉
の
ぼ
り
目
入
れ
式

３
月　

森
中
学
校
落
成

４
月　

玖
珠
幼
稚
園
落
成

６
月　

第
４
代
町
長
に
濱
田
欣
次
氏
が
就
任

８
月　

第
１
回
童
話
の
里
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

９
月　

上
の
市
団
地
落
成

中
国
残
留
孤
児
来
日　

ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
解
散

昭和57年
（1982年)

５
月　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
玖
珠
園
」
落
成

６
月　

献
穀
田
お
田
植
え
式(

大
畑
・
帆
足
家)

９
月　

山
浦
消
防
婦
人
ク
ラ
ブ
結
成

11
月　

北
山
田
中
学
校
校
舎
落
成

日
航
機
、
羽
田
空
港
着
陸
直
前
海
中
に
墜
落

五
百
円
硬
貨
発
行　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
誕
生

昭和58年
（1983年)

３
月　

八
幡
小
学
校
校
舎
落
成

７
月　

消
防
団
誌
発
刊

９
月　

役
場
仮
庁
舎
へ
移
転(

旧
梅
香
女
子
専
門
学
校
跡
地)

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

参
議
院
選
挙
で
比
例
代
表
制
実
施　

大
韓
航
空
機
撃
墜

昭和59年
（1984年)

３
月　

日
出
生
中
学
校
校
舎
落
成

３
月　

市
の
村
橋
完
成

４
月　

わ
ら
べ
の
館
落
成
（
写
真
⑮
）

４
月　

世
界
一
の
ジ
ャ
ン
ボ
鯉
の
ぼ
り
目
入
れ
式

　
　
　

(

全
長
76
ｍ)

11
月　

山
田
西
区
が
豊
か
な
村
づ
く
り
部
門
で
天
皇
賞
を
受
賞

11
月　

国
鉄
宮
原
線
廃
線
（
写
真
⑯
）

グ
リ
コ
・
森
永
事
件

新
一
万
円
札
（
福
沢
諭
吉
）、
新
五
千
円
札
（
新
渡
戸
稲
造
）、

新
千
円
札
（
夏
目
漱
石
）
発
行

昭和60年
（1985年)

１
月　

記
録
的
な
豪
雪

２
月　

役
場
新
庁
舎
落
成
（
写
真
⑰
）

３
月　

町
村
合
併
30
周
年
記
念
式
典　

町
民
憲
章
制
定

５
月　

玖
珠
共
同
葬
祭
場
落
成

９
月　

吉
岡
好
太
夫
名
誉
町
民(

初
代
町
長)

逝
去

９
月　

伐
株
山
電
話
ボ
ッ
ク
ス
完
成

10
月　

映
画
『
星
の
牧
場
』
の
ロ
ケ
が
森
町
で
行
わ
れ
る

12
月　

玖
珠
町
連
合
青
年
団
が
国
際
青
年
功
労
者
で

　
　
　

総
務
庁
長
官
賞
を
受
賞

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社(

Ｎ
Ｔ
Ｔ)

、

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
発
足
で
民
営
化

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
１
２
３
便
が
群
馬
県
御
巣
鷹
山
に
墜
落

昭和61年
（1986年)

１
月　

北
山
田
幼
稚
園
落
成　

11
月　

玖
珠
町
が
「
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り
」
で
自
治

　
　
　

大
臣
賞
を
受
賞

12
月　

福
祉
大
相
撲
（
玖
珠
場
所
）

12
月　

昭
和
町
で
短
銃
発
砲
事
件
発
生

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行

ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
で
事
故

社
会
党
土
井
た
か
子
氏
が
初
の
女
性
党
首

昭和62年
（1987年)

３
月　

三
島
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
完
成
（
写
真
⑱
）

３
月　

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
、
千
日
を
突
破

３
月　

「
町
民
の
日
」
制
定

４
月　

森
中
央
小
学
校
相
之
迫
分
校
落
成
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昭和62年
（1987年)

11
月　

国
道
３
８
７
号
メ
ル
ヘ
ン
大
橋
開
通

国
鉄
が
分
割
民
営
化
で
Ｊ
Ｒ
７
社
と
し
て
誕
生

日
本
人
の
平
均
寿
命
、
男
女
世
界
最
高
水
準
の
長
寿
国
に

マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
マ
ド
ン
ナ
来
日

昭和63年
（1988年)

４
月　

八
幡
小
学
校
鳥
屋
分
校
を
休
校

４
月　

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
始
動(

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

　
　
　

に
よ
る
窓
口
業
務
開
始)

７
月　

山
浦
川
河
川
プ
ー
ル
完
成

８
月　

塚
脇
地
蔵
講
１
０
０
周
年
記
念
祭
（
写
真
⑲
）

10
月　

わ
ら
べ
の
館
お
も
ち
ゃ
図
書
館
オ
ー
プ
ン

11
月　

第
１
回
玖
珠
町
美
術
展
覧
会

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通　

東
京
ド
ー
ム
落
成　

瀬
戸
大
橋
開
通

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
発
覚

平成元年
（1989年)

３
月　

玖
珠
郡
農
業
共
済
組
合
設
立
総
会

４
月　

ア
ジ
ア
太
平
洋
博
覧
会(

福
岡
よ
か
ト
ピ
ア)

に　

　
　
　

山
路
踊
り
・
滝
瀬
楽
参
加

４
月　

伐
株
山
「
憩
い
の
館
」
オ
ー
プ
ン
（
写
真
⑳
）

５
月　

第
40
回
日
本
童
話
祭　

日
本
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
開
催

７
月　

角
川
映
画
『
天
と
地
と
』
玖
珠
町
ロ
ケ(

～
９
月)

11
月　

わ
ら
べ
サ
ー
ク
ル
協
議
会
、
全
国
児
童
文
化
祭
に

　
　
　

参
加

昭
和
天
皇
崩
御
、
新
し
い
元
号
が
「
平
成
」
に

消
費
税
３
％
ス
タ
ー
ト　

中
国
で
天
安
門
事
件

平成２年
（1990年)

３
月　

町
木
に
「
ケ
ヤ
キ
」「
ク
ス
ノ
キ
」
決
定

４
月　

日
本
の
滝
百
選
に
「
西
椎
屋
の
滝
」
選
ば
れ
る

６
月　

玖
珠
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
発
足

10
月　

平
成
天
皇
の
即
位
儀
式
『
大
嘗
祭
』
主
基
斎
田(

穴

　
　
　

井
進
氏)

で
「
抜
穂
の
儀
」（
写
真
㉑
）

10
月　

塚
脇
小
学
校
落
成

イ
ラ
ク
軍
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
、
東
・
西
ド
イ
ツ
統
一

株
価
の
暴
落
、
バ
ブ
ル
景
気
の
崩
壊

平成3年
（1991年)

１
月　

第
１
回
童
話
の
里
こ
ど
も
映
画
祭

１
月　

ジ
ャ
ン
ボ
鯉
の
ぼ
り(

ヒ
ゴ
イ
２
世)

が
完
成

３
月　

仏
の
里(

国
東
町)

と
の
文
化
団
体
姉
妹
締
結
式

３
月　

ジ
ャ
ン
ボ
鯉
の
ぼ
り(

マ
ゴ
イ
２
世)

が
完
成

　
　
　
　

（
写
真
㉒
）

５
月　

久
留
島
記
念
館
開
館

７
月　

玖
珠
町
高
齢
者
憲
章
制
定

７
月　

古
後
中
学
校
落
成

９
月　

玖
珠
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
落
成

９
月　

山
浦
中
学
校
落
成

９
月　

八
幡
の
郷
サ
ン
ホ
ー
ル(

現
八
幡
自
治
会
館)

落
成

９
月　

猛
烈
台
風
19
号
来
襲
で
大
規
模
な
山
林
被
害

　
　
　

(

推
定
被
害
総
額
約
70
億
円
、
推
定
被
害
森
林

　
　
　

面
積
約
３
，
　

３
４
５
㏊)

（
写
真
㉓
）

中
東
湾
岸
戦
争
勃
発
、
避
難
民
輸
送
の
た
め
自
衛
隊
派
遣
を
決
定

雲
仙
普
賢
岳
噴
火
、
火
砕
流
、
土
石
流
発
生

平成4年
（1992年)

３
月　

片
草
小
学
校
落
成

６
月　

『
象
の
い
な
い
動
物
園
』玖
珠
町
ロ
ケ
開
始(

～
７
月)

６
月　

町
営
山
下
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

６
月　

小
田
小
学
校
落
成

７
月　

玖
珠
家
畜
市
場
落
成

Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
成
立　

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
自
衛
隊
派
遣

学
校
週
５
日
制
ス
タ
ー
ト

平成5年
（1993年)

１
月　

バ
ラ
団
地(

メ
ル
ヘ
ン
ロ
ー
ズ)

落
成

５
月　

春
日
小
学
校
校
舎
落
成

６
月　

Ｂ
＆
Ｇ
玖
珠
海
洋
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
（
写
真
㉔
）

７
月　

日
出
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
落
成

９
月　

台
風
13
号
来
襲　

下
泊
里
橋
一
部
崩
壊
流
失

　
　
　
　

（
写
真
㉕
）

11
月　

角
牟
礼
城
跡
発
掘
調
査
開
始(

穴
太
積
を
発
見)

皇
太
子
徳
仁
親
王(

今
上
天
皇)

と
小
和
田
雅
子
さ
ん
結
婚

細
川
連
立
内
閣
発
足
で
38
年
ぶ
り
非
自
民
党
政
権
誕
生

冷
夏
で
記
録
的
な
凶
作
、
米
の
緊
急
輸
入
を
決
定

平成6年
（1994年)

３
月　

玖
珠
防
災
行
政
無
線(

移
動
系)

開
局

５
月　

日
出
生
小
学
校
校
舎
落
成

７
月　

森
幼
稚
園
園
舎
落
成

９
月　

小
田
生
き
活
き
健
康
村
実
行
委
員
会
が
豊
か
な　

　
　
　

村
づ
く
り
部
門
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

　  1987年（昭和62年）～１９94年（平成6年） 
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平成6年
（1994年)

11
月　

わ
ら
べ
の
館
入
館
50
万
人
突
破

11
月　

わ
ら
べ
サ
ー
ク
ル
協
議
会
が
ふ
る
さ
と
づ
く
り
部
門　
　

　
　
　

で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

12
月　

豊
後
森
駅
開
業
65
周
年
記
念
祭
（
写
真
㉖
）

松
本
サ
リ
ン
事
件

記
録
的
な
猛
暑
、
大
分
県
全
国
一
の
米
の
作
況
指
数

村
山
富
市
氏
が
第
81
代
内
閣
総
理
大
臣
に
、
連
立
政
権
発
足

平成7年
（1995年)

２
月　

豊
臣
時
代
最
大
規
模
の
山
城
の
櫓
門(

や
ぐ
ら
も
ん)　
　

　
　
　

礎
石
発
見

２
月　

第
37
回
大
分
県
内
一
周
駅
伝
大
会　

玖
珠
郡
初
の

　
　
　

総
合
優
勝

３
月　

町
村
合
併
40
周
年
記
念
式
典

３
月　

九
州
横
断
自
動
車
道
大
分
自
動
車
道　

日
田
～

　
　
　

玖
珠
間
開
通
（
写
真
㉗
）

３
月　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
落
成

５
月　

八
幡
中
学
校
校
舎
落
成

阪
神
・
淡
路
大
震
災　

死
者
６
，４
３
４
名
、
行
方
不
明
者
3
名
、

負
傷
者
４
３
，７
９
２
名

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件　

野
茂
英
雄
投
手
米
大
リ
ー
グ
Ｌ
・
ド

ジ
ャ
ー
ス
入
団
、
ナ
・
リ
ー
グ
新
人
王
に

平成8年
（1996年)

３
月　

九
州
横
断
自
動
車
道
大
分
自
動
車
道　

玖
珠
～

　
　
　

湯
布
院
間
開
通

３
月　

第
38
回
大
分
県
内
一
周
駅
伝
大
会　

　
　
　

玖
珠
郡
２
連
覇

４
月　

古
後
小
学
校
校
舎
落
成

７
月　

玖
珠
町
長
濱
田
欣
次
氏
逝
去(

８
月
に
町
葬)

９
月　

第
５
代
町
長
に
小
林
公
明
氏
が
就
任

若
田
光
一
さ
ん
乗
せ
た
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
エ
ン
デ
バ
ー
」

打
上
げ

平成9年
（1997年)

２
月　

杉
河
内
小
学
校
校
舎
落
成

３
月　

玖
珠
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
落
成

３
月　

第
39
回
大
分
県
内
一
周
駅
伝
大
会
で
玖
珠
郡

　
　
　

３
連
覇
（
写
真
㉘
）

３
月　

第
４
代
町
長
濱
田
欣
次
氏
が
「
名
誉
町
民
」
第
２
号
に

ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー
「
ナ
ホ
ト
カ
」
が
沈
没
、
重
油
が
日
本
海

沿
岸
に
漂
着

消
費
税
が
３
％
か
ら
５
％
に
引
き
上
げ

ダ
イ
ア
ナ
元
英
皇
太
子
妃
が
交
通
事
故
死

平成10年
（1998年)

４
月　

三
日
月
の
滝
公
園
オ
ー
プ
ン

７
月　

日
本
の
棚
田
百
選
に
「
山
浦
早
水
」
が
選
ば
れ
る

10
月　

第
13
回
国
民
文
化
祭
お
お
い
た
，98
開
催

10
月　

森
中
央
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
完
成　

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催　

明
石
海
峡
大
橋
開
通

大
相
撲
の
若
乃
花
、
貴
乃
花
、
史
上
初
の
兄
弟
横
綱
誕
生

北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
「
テ
ポ
ド
ン
」
を
発
射
し
、
三
陸
沖
に
着
弾

平成11年
（1999年)

１
月　

玖
珠
川
河
川
敷
親
水
公
園
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
開
き

３
月　

地
域
振
興
券
の
交
付
開
始

４
月　

玖
珠
町
防
災
行
政
無
線
開
局
で
全
戸
に
個
別
無
線
機　

　
　
　

の
設
置

４
月　

玖
珠
町
畜
産
公
園
カ
ウ
ベ
ル
ラ
ン
ド
く
す

　
　
　

オ
ー
プ
ン
（
写
真
㉙
）

５
月　

第
50
回
日
本
童
話
祭

７
月　

玖
珠
町
「
環
境
保
全
の
日
」
制
定
、
清
掃
活
動
開
始

欧
州
連
合(

Ｅ
Ｕ)

に
単
一
通
貨
「
ユ
ー
ロ
」
導
入

平成12年
（2000年)

３
月　

九
州
横
断
自
動
車
道
大
分
自
動
車
道　

日
田
～

　
　
　

玖
珠
間
４
車
線
化

３
月　

玖
珠
清
掃
セ
ン
タ
ー
落
成

４
月　

片
草
小
学
校
を
休
校

７
月　

東
奥
山
交
流
拠
点
オ
ー
プ
ン

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト　

二
千
円
札
（
首
里
城
）
発
行

平成13年
（2001年)

１
月　

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
わ
か
く
さ
の
広
場
開
所

３
月　

玖
珠
町
が
「
優
良
町
村
表
彰
」
を
受
賞

３
月　

く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル
落
成
（
写
真
㉚
）

５
月　

「
玖
珠
町
史
」(

全
３
巻)

の
発
刊
（
写
真
㉛
）

６
月　

Ｊ
Ａ
玖
珠
と
Ｊ
Ａ
九
重
が
合
併
し
、
Ｊ
Ａ
玖
珠
九
重

　
　
　

が
発
足

７
月　

玖
珠
町
・
玖
珠
・
万
年
・
北
山
田
の
４
土
地
改
良
区　

　
　
　

が
合
併

小
泉
内
閣
発
足
で
聖
域
な
き
改
革

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

平成14年
（2002年)

５
月　

玖
珠
郡
任
意
合
併
協
議
会
発
足

７
月　

県
道
日
田
玖
珠
線
の
新
中
塚
ト
ン
ネ
ル
開
通

11
月　

エ
コ
・
タ
ウ
ン
今
村
一
期
工
事
完
了

　１９94年（平成6年）～2002年（平成14年）
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平成14年
（2002年)

「
ゆ
と
り
教
育
」
ス
タ
ー
ト

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
催

小
泉
首
相
が
北
朝
鮮
訪
問
、
５
人
の
拉
致
被
害
者
帰
国

平成15年
（2003年)

４
月　

森
中
央
小
学
校
相
之
迫
分
校
を
休
校

10
月　

玖
珠
郡
合
併
協
議
会
発
足(

法
定
協
議
会)

10
月　

第
１
回
機
関
庫
ま
つ
り
開
催

10
月　

玖
珠
町
が
保
健
事
業
推
進
功
労
で
厚
生
労
働
大
臣
賞　

　
　
　

を
受
賞

10
月　

防
衛
庁
長
官
よ
り
玖
珠
町
に
感
謝
状
の
贈
呈

日
本
郵
政
公
社
発
足

国
と
地
方
の
税
財
政
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」

平成16年
（2004年)

２
月　

第
46
回
大
分
県
内
一
周
駅
伝
大
会
７
年
ぶ
り
４
回
目　

　
　
　

の
優
勝

３
月　

わ
ら
べ
の
館
移
動
図
書
館
車
「
本
の
た
ま
て
ば
こ
」　

　
　
　

出
発
式
（
写
真
㉜
）

３
月　

第
７
回
玖
珠
郡
合
併
協
議
会
で
九
重
町
か
ら
合
併
協

　
　
　

議
凍
結
の
申
し
入
れ

３
月　

新
協
心
橋
開
通
式

７
月　

第
１
回
玖
珠
祇
園
大
祭(

森
、
玖
珠
、
北
山
田
の

　
　
　

祇
園
山
が
結
集)

（
写
真
㉝
）

新
潟
県
中
越
地
震
発
生

新
千
円
札
（
野
口
英
世
）、
五
千
円
札
（
樋
口
一
葉
）
発
行

平成17年
（2005年)

１
月　

記
録
的
な
大
雪

３
月　

町
制
施
行
50
周
年
「
町
民
の
日
」
記
念
式
典
（
写
真
㉞
）　

　
　
　

第
２
部
で
「
吉
本
新
喜
劇
」

３
月　

角
牟
礼
城
跡
が
国
指
定
の
史
跡
に

３
月　

エ
コ
・
タ
ウ
ン
今
村
二
期
本
体
工
事
完
了

４
月　

玖
珠
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
落
成

小
泉
首
相
が
参
院
の
郵
政
民
営
化
法
案
否
決
で
衆
議
院
解
散

(

郵
政
解
散)

平成18年
（2006年)

３
月　

町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
協
心
橋
も
の
が
た
り
～

　
　
　

龍
を
見
る
人
～
』
公
演

４
月　

各
地
区
公
民
館
が
改
編
さ
れ
自
治
会
館
へ

６
月　

メ
ル
ヘ
ン
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
完
成
記
念
式
典
開
催

　
　
　
　

（
写
真
㉟
）

10
月　

日
本
の
歴
史
公
園
百
選
に
「
三
島
公
園
」
が

　
　
　

選
ば
れ
る

Ｗ
Ｂ
Ｃ
開
催　

日
本
代
表
初
王
者
に

耐
震
強
度
偽
装
事
件

平成19年
（2007年)

４
月　

九
州
南
部
化
成
株
式
会
社
が
新
工
場
設
置
決
定

　
　
　

立
地
協
定
締
結

４
月　

玖
珠
九
重
行
政
事
務
組
合
発
足

５
月　

玖
珠
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
設
立
記
念
式
典
（
写
真
㊱
）

８
月　

気
温
36
．９
度
を
記
録

　
　
　

こ
の
日
、
日
本
で
一
番
暑
い
町
に

12
月　

男
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
強
化
合
宿

長
崎
市
の
伊
藤
一
長
市
長
が
狙
撃

月
探
査
衛
星
「
か
ぐ
や
」
打
ち
上
げ
成
功

郵
政
民
営
化
ス
タ
ー
ト

平成20年
（2008年)

６
月　

平
成
の
水
百
選
に
「
下
園
妙
見
様
湧
水
」

　
　
　

が
選
ば
れ
る

８
月　

塚
脇
地
蔵
講
１
２
０
周
年
記
念
祭
（
写
真
㊲
）

９
月　

第
６
代
町
長
に
後
藤
威
彦
氏
が
就
任

９
月　

お
お
い
た
国
体
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
を
玖
珠
町
で
開
催

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ス
タ
ー
ト

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

平成21年
（2009年)

２
月　

旧
豊
後
森
機
関
庫
が
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
に
認
定

５
月　

道
の
駅
童
話
の
里
く
す
オ
ー
プ
ン
（
写
真
㊳
）

６
月　

久
留
島
太
鼓
20
周
年
記
念
公
演

９
月　

片
草
小
学
校
閉
校

第
45
回
衆
議
院
選
挙
で
民
主
党
が
大
勝
し
政
権
交
代

民
主
、
社
民
、
国
民
新
の
３
党
連
立
政
権

行
政
刷
新
会
議
が
予
算
の
事
業
仕
分
け

平成22年
（2010年)

１
月　

第
７
代
町
長
に
朝
倉
浩
平
氏
が
就
任

３
月　

森
町
一
帯
で
森
ま
ち
童
ひ
な
祭
り
を
開
催

４
月　

国
道
２
１
０
号
沿
い
の
桃
太
郎
像
が
道
の
駅

　
　
　

童
話
の
里
く
す
へ
引
っ
越
し
（
写
真
㊴
）

８
月　

気
温
38
．３
℃
を
記
録

　
　
　

こ
の
日
、
日
本
で
一
番
暑
い
町
に

10
月　

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
運
行
開
始

社
会
保
険
庁
廃
止
で
日
本
年
金
機
構
発
足

平
成
の
大
合
併
終
結
、
市
町
村
数
半
減
へ

　  2002年（平成14年）～2010年（平成22年） 
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平成23年
（2011年)

１
月　

玖
珠
自
治
会
館
落
成

３
月　

玖
珠
町
民
の
日
で
三
遊
亭
鳳
志
さ
ん(

玖
珠
町
出
身)　

　
　
　

が
真
打
口
上
と
落
語
公
演

３
月　

北
山
田
小
学
校
校
舎
落
成

３
月　

「
く
る
し
ま
童
話
名
作
選
」
絵
本
シ
リ
ー
ズ

　
　
　

ス
タ
ー
ト　

第
１
刊
は
『
と
も
が
き
』（
写
真
㊵
）

８
月　

気
温
36
．１
℃
を
記
録　

　
　
　

こ
の
日
、
日
本
で
一
番
暑
い
町
に

東
日
本
大
震
災
、
三
陸
沖
震
源
で
Ｍ
９
．０　

地
震
・
津
波
で

岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県
に
壊
滅
的
被
害(

平
成
27
年
１
月
９

日
時
点
、
死
者
・
行
方
不
明
者
１
８
，４
８
３
人
、
建
築
物
の

全
壊
・
半
壊
合
わ
せ
４
０
１
，５
６
７
戸)

女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
が
初
優
勝

平成24年
（2012年)

１
月　

「
旧
久
留
島
氏
庭
園
」(

三
島
公
園)

が
国
の
名
勝
に　

　
　
　

指
定

２
月　

気
温
マ
イ
ナ
ス
14
．７
℃
を
記
録

３
月　

山
浦
中
学
校
休
校

４
月　

玖
珠
町
久
留
島
研
究
所
を
開
設

４
月　

森
自
治
会
館
落
成

５
月　

役
場
１
階
窓
口
を
総
合
窓
口
方
式
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

７
月　

九
州
北
部
地
方
に
集
中
豪
雨
、
町
内
で
も
古
後
地
区

　
　
　

を
中
心
に
甚
大
な
被
害

８
月　

「
旧
豊
後
森
機
関
庫
」「
旧
豊
後
森
機
関
庫
転
車
台
」

　
　
　

が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
（
写
真
㊶
）

世
界
一
の
タ
ワ
ー
、
６
３
４
ｍ
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

平成25年
（2013年)

３
月　

玖
珠
町
民
の
日
で
久
留
島
武
彦
ゆ
る
キ
ャ
ラ

      

「
く
る
り
ん
」
誕
生
（
写
真
㊷
）

３
月　

杉
河
内
小
学
校
休
校

４
月　

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
新
車
両
「
リ
ラ
ッ
く
す
バ
ス
」　

　
　
　

の
愛
称
で
運
行
開
始

４
月　

玖
珠
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
発
足

６
月　

玖
珠
町
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
落
成
式

８
月　

第
１
回
久
留
島
武
彦
顕
彰
全
国
語
り
べ
大
会
開
催

10
月　

ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
「
な
な
つ
星
in
九
州
」

　
　
　

第
１
便
が
豊
後
森
駅
に
停
車
（
写
真
㊸
）

２
０
２
０
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

地
が
東
京
に
決
定

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
決
定　

平成26年
（2014年)

４
月　

玖
珠
町
総
合
運
動
公
園
フ
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典

　
　
　

町
民
１
，２
０
０
人
で
日
本
一(

１
１
１
ｍ)

の

　
　
　

人
文
字
こ
い
の
ぼ
り
を
作
製
（
写
真
㊹
）

５
月　

町
内
に
光
通
信
サ
ー
ビ
ス
開
始

６
月　

福
岡
県
志
免
町
か
ら
の
「
Ｓ
Ｌ
引
っ
越
し
プ
ロ
ジ
ェ

　
　
　

ク
ト
」
が
始
動

10
月　

わ
ら
べ
の
館
開
館
30
周
年
記
念
「
く
る
し
ま
た
け
ひ
こ

　
　
　

人
形
劇
場
」
開
催

10
月　

第
26
回
「
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
」

　
　
　

全
国
大
会
開
催　

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
御
臨
席

　
　
　
　

（
写
真
㊺
）

消
費
税
５
％
か
ら
８
％
へ
引
き
上
げ

広
島
土
砂
災
害　

御
獄
山
噴
火
災
害

平成27年
（2015年)

１
月　

花
林
＆
手
作
り
夢
工
房
と
玖
珠
町
野
球
場
の
ネ
ー
ミ
ン

　
　
　

グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、「
花
林
か
い
ぞ
く
ス
タ
ジ

　
　
　

ア
ム
」
と
命
名

３
月　

町
制
施
行
60
周
年 

「
町
民
の
日
」

　
　
　

健
康
づ
く
り
推
進
大
会
同
時
開
催
（
写
真
㊻
）

３
月　

大
分
県
立
森
高
等
学
校
閉
校

３
月　

大
分
県
立
玖
珠
農
業
高
等
学
校
閉
校

３
月　

「
荒
木
家
住
宅
主
屋
・
酒
蔵
・
勝
手
蔵
」
が
国
の

　
　
　

登
録
有
形
文
化
財
に

４
月　

大
分
県
立
玖
珠
美
山
高
等
学
校
開
校　

６
月　

福
岡
県
志
免
町
か
ら

　
　
　

「
Ｓ
Ｌ
２
９
６
１
２
号
機
」
移
設

８
月　

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

　
　
　

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
で
生
放
送
）

８
月　

健
康
ウ
ォ
ー
ク
推
進
事
業
ス
タ
ー
ト
（
～
令
和
２
年　
　

　
　
　

３
月
末
）

11
月　

豊
後
森
機
関
庫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
オ
ー
プ
ン
（
写
真
㊼
）

12
月　

ラ
グ
ビ
ー
全
九
州
ク
ラ
ブ
・
実
業
団
大
会
（
九
州
大

　
　
　

会
）
玖
珠
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
優
勝

北
陸
新
幹
線
開
業　

安
全
保
障
関
連
法
成
立　

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

で
日
本
が
歴
史
的
勝
利　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
ス
タ
ー
ト

平成28年
（2016年)

４
月　

玖
珠
町
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
開
設　
　
　
　
　

４
月　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
任
命
式

４
月　

熊
本
県
で
震
度
7
、
玖
珠
町
で
震
度
５
弱
を
観
測

      

第
67
回
日
本
童
話
祭
を
含
む
各
種
行
事
が
中
止

　2011年（平成23年）～2016年（平成28年）
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平成28年
（2016年)

４
月　

KIRIKABU HOUSE

展
望
休
憩
舎
プ
レ
オ
ー
プ
ン

７
月　

道
の
駅
慈
恩
の
滝
く
す
オ
ー
プ
ン
（
写
真
㊽
）

10
月　

森
地
区
ま
ち
な
み
環
境
整
備
事
業
が　

　
　
　

２
０
１
６
ア
ジ
ア
都
市
景
観
賞
を
受
賞

12
月　

公
営
塾
「
玖
珠
志
学
塾
」
開
校

日
銀
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
初
導
入

北
海
道
新
幹
線
開
業

平成29年
（2017年)

２
月　

「
久
留
島
武
彦
評
伝
（
久
留
島
武
彦
研
究
所
所
長

　
　
　

 

金
成
妍 

著
）」
出
版

３
月　

森
ま
ち
な
み
情
報
発
信
施
設
カ
ネ
ジ
ュ
ウ
館

　
　
　

オ
ー
プ
ン

４
月　

久
留
島
武
彦
記
念
館
オ
ー
プ
ン
（
写
真
㊾
）

４
月　

玖
珠
町
・
中
津
市
を
繋
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
「
や
ば
け
い

　
　
　

遊
覧
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

７
月　

平
成
29
年
７
月
北
部
九
州
集
中
豪
雨
発
生

８
月　

「
旧
豊
後
森
機
関
庫
転
車
台
」

　
　
　

約
46
年
ぶ
り
に
電
動
に
よ
る
動
作
確
認

９
月　

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城
大
会
、
種
牛
の

　
　
　

部
で
大
分
県
が
団
体
賞
全
国
第
３
位
入
賞

12
月　

国
道
２
１
０
号
市
ノ
村
ト
ン
ネ
ル
工
事
貫
通
式

天
皇
退
位
特
例
法
が
成
立

上
野
動
物
園
で
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」

誕
生

平成30年
（2018年)

１
月　

第
８
代
玖
珠
町
長
に
宿
利
政
和
氏
が
就
任

２
月　

玖
珠
町
が
体
力
つ
く
り
優
秀
組
織
表
彰
文
部
科
学
大

　
　
　

臣
賞
を
受
賞　

２
月　

「
正
調
山
路
踊
り
」
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に

　
　
　
　

（
写
真
㊿
）

３
月　

久
留
島
武
彦
の
副
読
本
「
久
留
島
武
彦
先
生
と　

　
　
　

童
話
の
里
く
す
ま
ち
」
発
行

６
月　

「
玖
珠
・
森
の
ク
レ
ヨ
ン
」「
森
の
米
蔵
」
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

（
写
真
●●51
）

８
月　

山
浦
中
学
校
閉
校
式

11
月　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
玖
珠
川
讃
歌
～
協
心
橋
物
語
～
』

　
　
　

上
演

西
日
本
豪
雨
災
害　

北
海
道
で
震
度
７

第
33
回
国
民
文
化
祭
お
お
い
た
２
０
１
８

第
18
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お
い
た
大
会

平成31年(令和元年)
（2019年)

３
月　

町
立
中
学
校
閉
校
（
森
・
日
出
生
・
玖
珠
・
山
浦
・

　
　
　

北
山
田
・
八
幡
・
古
後
）

４
月　

町
立
く
す
星
翔
中
学
校
開
校
（
写
真
●●52
）

５
月　

第
70
回
日
本
童
話
祭

５
月　

玖
珠
工
業
団
地
進
出
第
1
号 

新
栄
合
板
工
業　
　

　
　
　

株
式
会
社
完
成
竣
工
式
（
写
真
●●53
）

６
月　

桃
太
郎
像
が
繋
い
だ
絆　

北
九
州
市
と
の

　
　
　

交
流
イ
ベ
ン
ト

７
月　

Ｓ
Ｌ
観
光
列
車
「
湯
け
む
り
号
」
運
行

12
月　

台
湾
鉄
路
管
理
局
と
の
姉
妹
友
好
締
結
調
印
式

　
　
　
　

（
写
真
●●54
）

皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下
が
第
１
２
６
代
天
皇
に
即
位

「
令
和
」
へ
改
元

京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
放
火　

沖
縄
・
首
里
城
が
焼
失

消
費
税
が
８
％
か
ら
10
％
へ
引
き
上
げ

令和２年
（2020年)

５
月　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り

　
　
　

第
71
回
日
本
童
話
祭
中
止

７
月　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
発
生
（
玖
珠
川
下
泊
里
橋
一
部

　
　
　

落
橋
・
農
地
や
家
屋
、
道
路
な
ど
に
甚
大
な
被
害
）

８
月　

あ
ま
び
え
花
火
打
ち
上
げ

９
月　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
る
っ
く
す
」
開
始

９
月　

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
１
人
１
台
情
報
端
末

　
　
　

の
整
備

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大　

緊
急
事
態
宣
言
発
令

令和3年
（2021年)

３
月　

日
出
生
小
学
校
、
小
野
原
分
校
休
校

４
月　

玖
珠
町
ア
プ
リ
「
り
ん
く
す
」
運
用
開
始

４
月　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
出
発
式

４
月　

Ｊ
Ａ
玖
珠
九
重
が
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
と
合
併

５
月　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
開
始

８
月　

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー　

　
　
　

聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
採
火
式
（
写
真
●●55
）

10
月　

北
山
田
自
治
会
館
落
成

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
ス
タ
ー
ト

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
年
延
期
を
経
て
開
幕

米
大
リ
ー
グ
大
谷
翔
平
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
獲
得

　  2016年（平成28年）～2021年（令和3年） 
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令和４年
（2022年)

３
月　

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
基
地
局
旧
森
中
学
校
校
舎
内
に
設
置

４
月　

三
日
月
の
滝
公
園
再
開

７
月　

わ
ら
べ
の
館
新
移
動
図
書
館
車
「
本
の
た
ま
て
ば
こ
」

　
　
　

出
発
式

７
月　

パ
ラ
デ
ィ
ッ
ソ
お
お
い
た
オ
ー
プ
ン

９
月　

新 
防
災
行
政
無
線
（
デ
ジ
タ
ル
化
）
運
用
開
始

10
月　

全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
究
大
会

　
　
　

ｉ
ｎ
玖
珠
開
催

11
月　

台
湾
彰
化
市
と
友
好
交
流
協
定
締
結
（
写
真
●●56
）

知
床
観
光
船
沈
没
事
故　

安
部
晋
三
元
首
相
が
撃
た
れ
死
亡

成
人
年
齢
18
歳
に
引
下
げ

令和５年
（2023年)

３
月　

森
中
央
小
学
校
相
之
迫
分
校
、
杉
河
内
小
学
校
、

　
　
　

春
日
小
学
校
閉
校

６
月　

広
報
く
す
７
７
７
号
発
行

８
月　

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
巡
回
指
導
事
業

10
月　

M

モ

リ

チ

ュ

ー

ン

oRe:tune

（
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
）
開
設
式

10
月　

台
湾
彰
化
市
訪
問
団
来
町
（
写
真
●●57
）

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
日
本
代
表
「
侍
ジ
ャ
パ
ン
」
が
優
勝

新
型
コ
ロ
ナ
５
類
へ
移
行

令和6年
（2024年)

１
月　

久
留
島
武
彦
生
誕
１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　

（
～
12
月
）

４
月　

町
立
学
び
の
多
様
化
学
校
開
校
（
写
真
●●58
）

５
月  

「
童
話
碑
」
町
指
定
文
化
財
に
認
定

６
月　

久
留
島
武
彦
生
誕
祭
・
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式

　
　
　
　

（
写
真
●●59
）

11
月　

学
び
の
多
様
化
学
校
の
校
名
が

　
　
　

「
く
す
若
草
小
中
学
校
」
に
決
定

12
月　

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
「
く
す
Ｐ
ａ
ｙ
」
が
開
始

能
登
半
島
地
震　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
初
打
ち
上
げ
成
功

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
被
団
協

新
一
万
円
（
渋
沢
栄
一
）、新
五
千
円
（
津
田
梅
子
）、新
千
円
（
北

里
柴
三
郎
）
発
行

令和７年
（2025年)

３
月　

八
幡
自
治
会
館
増
改
築
落
成

３
月  

九
州
地
方
の
き
じ
馬
・
き
じ
車
製
作
技
術
が
国
の

　
　
　

「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文　

　
　
　

化
財
」
に
選
択

きじぐるまは江戸時代末期に北山田地域で
考案された郷土玩具です。現在も「大野
原きじ車保存会」により製作されています。
令和 7年 3月28日には、九州地方のきじ
馬・きじ車製作技術が国の「記録作成等
の措置を講ずべき無形の民俗文化財」に
選択されました。

　  2022年（令和4年）～2025年（令和7年） 
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町 花　レンゲツツジ 町 木　ケヤキ 町 木　クスノキ

玖珠町の概要
　大分県の西部に位置し、東側には九重町、由布市、西側は日田市、北側は中津市、宇佐市、南側は熊本
県小国町に隣接しています。
　筑後川の上流に位置し、その源流の一つとなる玖珠川が東西に貫流しています。この玖珠川やその支流に
は、三日月の滝、慈恩の滝、清水瀑園などの名瀑や湧水池など水が演出する多様な地形がみられます。
　玖珠盆地を取り囲んでいる万

は ね
年山

やま
、岩

がんせんざん
扇山、伐

きりかぶさん
株山などは、全国でも珍しいメサと呼ばれる台地状の地形

となっています。また、玖珠町の北側には耶馬渓、南側には九重連山、東側には４,０００ha に及ぶ日
ひ じ ゅ う だ い

出生台
原野が広がっています。

玖珠町の位置・面積
〇位置 ( 玖珠町役場 )　　 東経１３１度０９分 北緯３３度１７分 標高３２８m                      
〇面積 　　　２８６.6ｋ㎡

［令和６年度版大分県統計年鑑］

玖珠町の人口・世帯
〇令和２年　　１４，３８６人（世帯数５，８０８戸）　［令和２年国勢調査］

町 章

郷土の代表的な万年山と
育林の伸びゆく姿を表しています

町制施行７０周年記念ロゴマーク

玖珠米と伐株山をイメージしたデザインです
（大分県立玖珠美山高校 穴井汐莉さん作成）



大分県玖珠町


